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「天は神の栄光を語り告げ、大空は御手のわざを告げ知らせる。」 
 
 

地上で王なる者がこの歌を唄う。王自身が自国民に称えられ、自軍から称え

られる存在である。この王が天を仰ぎ、大空に目を移し歌うのである。国の頂

点であり、支配者である王が天を仰ぎ、大空に目を移す。自分より偉大なるお

方がおられることを歌うのである。王座で高ぶらず、謙る。そのとき生まれる

讃えの歌である。讃えるべき光景が見えるのである。見るばかりではなく、語

られていることを悟るのである。歌うときには王が王としてではなく、神に愛

されているひとりの子として見上げる天であり、大空となる。 

 

王が幼子のようになり驚く。天に驚き、大空大の御手に驚く。驚きの歌とな

る。普段何気なく見ているものが驚きの源となる。そのこころを持つ者は幸い

である。驚きの背後におられる聖なる神を仰ぐこころの目を持つ幸いである。

驚きの背後から聞こえる声無き語りを聞く耳を持つ幸いである。こころの目、

こころの耳を持つとはいうものの、実はその目と耳を与えてくださったのが聖

なる神である。驚きのうえに、さらなる驚きの事実である。一国の王が天を仰

ぎ、その栄光につつまれ、大空を見上げ、そこに拡がる御手の偉大さに驚くの

は当然である。その一切をご支配される聖なる神を仰ぐ者には。 
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